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平成２８年度 教育・保育提供体制の見込に対する実績及び状況 

 

 

（１） 大宇陀区域 

大宇陀こども園（幼保連携型認定こども園） 

【平成２８年度の状況】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

定員 １５０   ７５  ４５   ２７０ 

見込 ５２  １６ ３３ 
 

６０ 
 

１６１ 

実績 ５９ ７０  ３７  １６６ 

（定員充足率）幼稚園：39.3％ 保育所：89.2％ 

    1 号認定 59 名の内、菟田野地域の児童は 21 名在籍 

    2 号・３号認定107 名の内、菟田野地域の児童は 17名在籍 

 

【ニーズ量（必要利用定員総数） 平成２９年度（中間年）】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

見込 ５２ 
 

１６ ３３ 
 

５８ 
 １５９ 

 
６８ ９１ 

 

H29.4.1 ７４ ８４  １５８ 

 

【確保方策】 

  平成 27 年度より幼保連携型認定こども園として大宇陀こども園を開園。 
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（２） 菟田野区域 

菟田野保育所（保育所） 

【平成 28 年度の状況】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

定員 －   
 

８６ ４４   １３０ 

見込 ３１  １０ ２０ ４２  １０３ 

実績  大宇陀こども園を利用（２１人） ２２ １２   ３４ 

（定員充足率）保育所：26.2％ 

 

 

【ニーズ量（必要利用定員総数） 平成２９年度（中間年）】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

 
３０ 

 
９ ２０ 

 
４１ 

 １００ 

 
３９ ６１ 

 

H29.4.1 大宇陀こども園を利用（２７人） ３１  ５８ 

 

【確保方策】 

 

 

 

○ 菟田野区域には幼児教育ニーズはあるが幼稚園がないため、幼稚園を希望する幼児は

大宇陀こども園を利用している状況です。 

 

 

 

幼保連携型認定こども園として設置に向けて検討、整備を図る。 
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（３） 榛原区域 

（幼稚園３園） 榛原幼稚園  榛原東幼稚園  榛原西幼稚園 

（保育所２園） 榛原北保育園 私立しらゆり保育園 

【平成２８年度の状況】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

定員 ６３０   １４６  １０４   ８８０ 

見込 １３１  ４１ ８４  １５６  ４１２ 

実績 １７５ １１１ 
 

１０４   ３９０ 

（定員充足率）幼稚園 27.8％：保育所（園）：86.0％ 

 

 

【ニーズ量（必要利用定員総数） 平成２９年度】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

 
１３０ 

 
４０ ８３ 

 
１４９ 

 ４０２ 

 
１７０ ２３２ 

 

H29.4.1 １５４ ２４４  ３９８ 

 

【確保方策】 

 

 

 

○ 榛原区域は、公立幼稚園 3 園、公立保育所（園）1 園、私立保育園 1 園あり、定員は

幼稚園が計 630 人、保育所（園）が計 250 人の状況ですが、幼稚園の定員充足率が

かなり低く、将来は子どもの減少から施設（幼稚園）統合の検討が求められます。 

公立幼稚園 3 園と公立榛原北保育園について、将来的な子どもの減少及び地域の実情を踏まえ、幼保連携

型認定こども園の設置も視野に入れながら検討、整備を図っていく。 
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（４） 室生区域 

室生こども園（幼保連携型認定こども園） 

【平成２８年度の状況】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

定員 ６０   ４５  ３０   １３５ 

見込 ２７  ９ １８  ２６  ８０ 

実績 ２６ １８ 
 

１３   ５７ 

（定員充足率）幼稚園：43.3％ 保育所：41.3％ 

 

 

 

【ニーズ量（必要利用定員総数） 平成２９年度】 

  1 号 

+ 

2 号 

+ 

3 号 

＝ 計 

  幼稚園 幼稚園希望 
保育希望 

３～５歳 
０～２歳 

 
２７ 

 
８ １７ 

 
２５ 

 ７７ 

 
３５ ４２ 

 

H29.4.1 １８ ３１  ４９ 

 

【確保方策】 

 

 

 

 

  

平成 27 年度より幼保連携型認定こども園として室生こども園を開園。 
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平成２８年度 子育て支援１３事業の利用実績等状況 

 

 

 

（１）利用者支援 

【概要】 

子ども及びその保護者が、認定こども園・幼稚園・保育所（園）での教育・保育や、一

時預かり、放課後児童クラブ等の地域子育て支援事業等の中から適切なものを選択し円滑

に利用できるよう、また、妊娠期においても保健師等の専門的な相談支援が受けられるよ

う、身近な場所で支援を行います。 

 

 

【実施方針】 

身近な場所に設置することにより、情報提供・相談支援等に加えて、予防的な効果も期

待されることから、提供区域に 1 か所を基本に設置を目指します。 

  平成28 年度 平成28 年度実績 

量の見込み か所数 4 子育て支援センター 大宇陀こども園 室生こども園 

こども未来課で対応 確保方策 か所数 ３ 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 平成 28年度実績 確保の方策（4か所） 

大宇陀区域 
大宇陀こども園 

子育て支援センター（すくすく）で実施 

平成 27 年度より大宇陀こども園にて実施  

（情報提供・相談支援等窓口設置） 

子育て支援センター（すくすく） 

菟田野区域 子育て支援センター（すくすく）で実施 

（認定）こども園にて実施を目指す。 

（情報提供・相談支援等窓口設置） 

子育て支援センター（すくすく） 

榛原区域 子育て支援センター（すくすく）で実施 

（認定）こども園にて実施を目指す。 

（情報提供・相談支援等窓口設置） 

子育て支援センター（すくすく） 

室生区域 
室生こども園 

子育て支援センター（すくすく）で実施 

平成 27 年度より室生こども園にて実施   

（情報提供・相談支援等窓口設置） 

子育て支援センター（すくすく） 
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（２）延長保育事業 

【概要】 

保護者の勤務時間や通勤時間の都合で、保育標準時間を超えて継続的に保育が必要な場

合や、急な残業等で一時的に保育時間の延長が必要な場合に利用するものです。 

 

【実施方針】 

見込まれる利用人数に対応できる提供体制を整備します。 

  平成28 年度 平成28 年度実績 

量の見込み 見込まれる利用人数 118 42 

 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 平成28 年度 平成28 年度実績 確保の方策 

大宇陀区域 25 ７ しらゆり保育園を利用 
現状維持及びファミリー・サポ

ート・センター事業にて対応 

菟田野区域 16 0 利用実績無し 
現状維持及びファミリー・サポ

ート・センター事業にて対応 

榛原区域 65 35 しらゆり保育園を利用 
現状維持及びファミリー・サポ

ート・センター事業にて対応 

室生区域 12 0 利用実績無し 
現状維持及びファミリー・サポ

ート・センター事業にて対応 
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（３）放課後児童健全育成事業 

【概要】 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校 1 年生から 6 年までの児童が、学童保

育室を利用するものです。 
 

【実施方針】 

見込まれる利用人数に対応できる提供体制を整備します。 

  平成２８年度 平成２８年度実績 平成２９年度（４月） 

量の見込み 

低学年児の利用人数 170 166 181 

高学年児の利用人数 69 36 49 

か所数 ７ ７ ７ 

確保方策 
定員 240 240 240 

か所数 ７ ７ ７ 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 学年 平成28年度 
平成28 年度 

実績 

平成29 年

（４月） 
現状 確保の方策 

大宇陀区域 
 

低学年 32 28 29 
大宇陀小学校 

保育室で実施 
現状維持で対応 

高学年 12 7 13 
大宇陀小学校 

保育室で実施 
現状維持で対応 

菟田野区域 

低学年 22 22 30 
菟田野小学校 

保育室で実施 
現状維持で対応 

高学年 8 8 5 
菟田野小学校 

保育室で実施 
現状維持で対応 

榛原区域 

低学年 96 100 107 
榛原小学校保育室 

榛原東小学校 

保育室で実施 

現状維持で対応 

高学年 40 12 19 
榛原小学校保育室 

榛原東小学校 

保育室で実施 

現状維持で対応 

室生区域 

低学年 20 16 15 
室生小学校 

保育室で実施 

H28 より室生小学校

保育室で対応 

高学年 9 9 12 
室生小学校 

保育室で実施 

H28 より室生小学校

保育室で対応 
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（４）子育て短期支援事業（ショートステイ） 

【概要】 

保護者が疾病等で児童の養育が一時的に困難となった場合に、施設で児童を保護・養育

するものです。 
 

【実施方針】 

見込まれる利用量に対応できる提供体制を整備します。 

  平成28 年度 平成28 年度実績 

量の見込み 見込まれる利用人日 ０ 0 

確保方策 
子育て短期支援事業
（ショートステイ） 

現状維持で対応 現状維持で対応 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 平成28 年度 平成28 年度実績 確保の方策 

大宇陀区域 0 0 利用実績無し 現状維持で対応 

菟田野区域 0 0 利用実績無し 現状維持で対応 

榛原区域 0 0 利用実績無し 現状維持で対応 

室生区域 0 0 利用実績無し 現状維持で対応 
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（５）地域子育て支援拠点事業 

【概要】 

核家族化や地域のつながりの希薄化にともなって家庭や地域の子育て機能が低下した

ことや、子育て中の保護者の孤独感・不安感・負担感の増大等に対応するため、地域の身

近な場所で乳幼児と保護者の相互の交流、子育てに関する相談、情報の提供、助言などの

支援を行います。 

 

【実施方針】 

身近な場所に設置するため、おおむね提供区域（中学校区）に 1 か所を基本に設置し

ます。 

  平成28 年度 平成28 年度実績 

量の見込み 見込まれる利用人数 890 2,007 

確保方策 か所数 ３ ３ 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 平成28 年度 平成28 年度実績 確保の方策 

大宇陀区域 189 426 
大宇陀こども園 

つどいの広場で実施 

平成２７年度より子育て支援セン

ターと大宇陀こども園において実

施 

菟田野区域 133 300 
子育て支援センターで

実施 

（認定）こども園において実施を

目指す。 

榛原区域 486 1,096 
子育て支援センター 

つどいの広場で実施 

（認定）こども園において実施を

目指す。 

室生区域 82 185 
室生こども園 

つどいの広場で実施 

平成２７年度より子育て支援セン

ターと室生こども園において実施 
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（６）一時預かり事業 

【概要】 

通常の幼稚園教育時間の開始前や終了後、夏休みなどの幼稚園休業日に園児を預かる事

業です。 

 

【実施方針】 

  平成28 年度 平成 28 年度実績 

量の 
見込み 

①幼稚園在園児を対象とした
一時預かり（預かり保育） 

5,470 4,869 

②2 号認定による利用 19,072 0 

確保 
方策 

一時預かり事業（在園児対象
型）※ 

現状維持又は、ファミリー・サ

ポート・センター事業にて対応 

現状維持又は、ファミリー・サポ

ート・センター事業にて対応 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 学年 平成 28 年度 平成28 年度実績 確保の方策 

大宇陀区域 

1 号認

定によ

る利用 

1,184 493 
預かり保育又は、一時

保育を利用 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

2 号認

定によ

る利用 

4,127 0 利用実績無し 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

菟田野区域 

1 号認

定によ

る利用 

697 303 
預かり保育又は、一時

保育を利用 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

2 号認

定によ

る利用 

2,430 0 利用実績無し 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

榛原区域 

1 号認

定によ

る利用 

2,969 3,831 
預かり保育又は、一時

保育を利用 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

2 号認

定によ

る利用 

10,351 0 利用実績無し 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

室生区域 

1 号認

定によ

る利用 

620 242 
預かり保育又は、一時

保育を利用 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 

2 号認

定によ

る利用 

2,164 ０ 利用実績無し 

現状維持又は、ファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 
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（７）一時預かり事業（在園児対象型を除く）、子育て援助活動支援事業（病児・緊急対応

強化事業を除く）、子育て短期支援事業（トワイライトステイ） 

【概要】 

保護者の私用などで、一時的に家庭で保育できない場合に利用するものです。 

事業としては一時預かりのほか、子育て短期支援事業（トワイライトステイ）、子育て

援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）[病児・緊急対応強化事業を

除く]が想定されています。 
 

【実施方針】 

  平成28 年度 平成28 年度実績 

量の 
見込み 

（６）以外の一時預かり 8,038 1,743 

確保 
方策 

一時預かり事業（在園児対

象型を除く） 
 現状維持  1,408 

子育て援助活動支援事業

（病児・緊急対応強化事業

を除く） 

 現状維持  335 

子育て短期支援事業（トワ

イライトステイ） 
 現状維持  利用実績無し 

 

【確保の方策】 

○ 提供区域ごとの確保の方策は次のとおりとします。 

提供区域 平成28 年度 

平成28 年度実績 

確保の方策 

一時保育室を利用 
ファミリー・サポート・セン

ターを利用 

大宇陀区域 1,724 479 82 現状維持 

菟田野区域 1,104 50 95 現状維持 

榛原区域 4,378 515 72 現状維持 

室生区域 832 364 86 現状維持 
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（８）病児・病後児保育事業、子育て援助活動支援事業（病児・緊急対応強化事業） 

【概要】 

子どもが病気又は病気の回復期にあり、保育所等が利用できず、保護者も就労等で保育

できない場合に利用するものです。 
 

【実施方針】 

ニーズに対応するため、市内への設置を図ります。また、これを補完するため、ファミ

リー・サポート・センターでの病児・緊急対応強化事業実施を図ります。 

 

  平成28 年度 平成28 年度実績 

量の 
見込み 

見込まれる利用人日 588 3 

確保 
方策 

病児・病後児保育事業 
病児・病後児の対応施設の設

置を目指す。 

平成 27 年度より大宇陀こども園にて

病後児保育を実施 

子育て援助活動支援事
業（病児・緊急対応強
化事業） 

実施を検討する 実施無し 

 

【確保の方策】 

○ 市全域を提供区域とし、市内２か所の設置を図ります。 

提供区域 平成28 年度 平成28 年度実績 確保の方策 

宇陀市全域 1 1 
大宇陀こども園にて病後児

保育を実施 
病児・病後児の対応施設の設置を目指す。 

 

（９）妊婦に対する健康診査 

【概要】 

妊婦の健康管理の充実や経済的負担の軽減を図り、安心して妊娠・出産ができるよう、

医療機関で受ける妊婦健康診査（医学的検査を含む）にかかる費用のうち一定の額を公費

で負担するものです。 

 

【実施方針】 

見込まれる利用量に対応できる提供体制を整備します。（０歳児の推計より抽出） 

  平成 28 年度 平成 28 年度実績 確保方策 

量の 
見込み 

見込まれる人数 139 人  160 人  県内・県外の病院等

施設で実施 

県内・県外の病院等施

設で実施 健診回数 14 14 
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（10）乳児家庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業等 

【概要】 

乳児家庭全戸訪問事業は、生後 4 か月までの乳児がいる家庭を訪問し、子育て支援に

関する情報提供や養育環境等の把握を行うものです。 

養育支援訪問事業は、次の者に対し、その養育が適切に行われるよう、当該居宅におい

て、養育に関する相談、指導、助言等の支援を行うものです。 
 

○乳児家庭全戸訪問事業などにより把握した保護者の養育を支援することが特に必要と認められる児童（要支援児童） 

○保護者に監護させることが不適当であると認められる児童及びその保護者 

○出産後の養育について出産前において支援を行うことが特に必要と認められる妊婦（特定妊婦） 

○児童養護施設等の退所又は里親委託の終了により、児童が復帰した後の家庭 

 

 

【実施方針】 

乳児家庭全戸訪問事業とそこからつながる養育支援訪問事業の十分な実施体制を確保

します。また、養育支援訪問事業の中核機関となる要保護児童対策地域協議会の機能強化

を図ります（子どもを守る地域ネットワーク事業）。 

  平成 28 年度 平成 28 年度実績 

量の 
見込み 

乳幼児家庭全戸訪問事業
（見込まれる人数） 

139 人  148 人  

養育支援訪問事業 
（見込まれる人数） 

５人 2 人 

確保 
方策 

実施体制 ３人 3 人 

実施機関 
室生福祉保健交流センタ
ー、こども未来課 

室生福祉保健交流センター、こども未
来課 

子どもを守る地域ネット
ワーク事業 

実施 実施 
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（11）子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター） 

【概要】 

育児のサポートを依頼したい会員に対して、支援をしたい子育て経験者等の会員が有料

でサポートを提供するものです。 

 

【実施方針】 

ニーズ調査結果では、就学後の利用量の見込みがありませんが、利用動向を見極めなが

らニーズに対応できる提供体制を確保します。 

  平成 28 年度 平成 28 年度実績 

量の 
見込み 

子育て援助活動支援
事業（就学後） 
（人日／週） 

0 19 人 

確保 
方策 

実施場所 
ファミリー 

・サポート・センター 

ファミリー 

・サポート・センター 

 

 

（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 

【概要】 

教材費や行事参加費など、教育・保育施設が保育料に上乗せ徴収を行う際に、実費負担

の部分について低所得者の負担軽減を図るため、公費による補助を行うものです。 

 

【実施方針】 

国の動向を見極めながら、取り組み方策を検討します。 

 

 

（13）多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

【概要】 

多様な主体による特定教育・保育施設等の設置・運営を促進し、新規施設事業者が円滑

に事業を実施できるよう、新規施設等に対する支援、相談・助言、連携施設のあっせん等

を実施するものです。 

 

【実施方針】 

新規事業者への情報提供や認可化に向けた支援などに取り組みます。 

 


